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１．概要（Summary） 

世界初の量子閉じ込めシュタルク効果で動作する

高速・低電力・小型マイクロリング・マッハ・ツェン

ダー光スイッチの実現を目指している．化合物半導体

マイクロリング共振器における位相変化増大効果を

利用して，光経路スイッチの動作電圧・消費電力を大

幅に下げることができる．導波路コア層には，InGaAs

五層非対称結合量子井戸という，大きな電界誘起屈折

率変化が期待できる独自の量子井戸構造を用いた，オ

リジナリティの高い光制御デバイスである． 

２．実験（Experimental） 

・高速大面積電子線描画装置（F5112）を利用して，

光導波路パターンおよび電極配置パターンの描画を

行った． 

・クリーンドラフト潤沢超純水付を利用し，パターン

描画用基板の準備を行った． 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 光導波路や電極パターン描画を行い，半導体量子井

戸マイクロリング・マッハツェンダー光スイッチの試作に成

功した（Fig.１）．  

 
Fig.1 Scanning electron microscopy image of fabricated 

quantum well microring Mach-Zehnder switch. 

また，量子井戸分岐可変多モード干渉カップラ素子の作

製に成功した（Fig.2）． 

 

Fig.2 Optical microscopy image of fabricated tunable 

multimode interference (MMI) coupler. 

以上の成果は、高速大面積電子線描画装置（F5112）

を利用したことにより達成したものである。 
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